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コアカリ改訂における基本方針
（医学）

1. コアカリ、グローバルスタンダード、国家試験出
題基準等の整合性

① コアカリ（GIO、SBO）と、グローバルスタンダード(学
習成果基盤型教育)との関連性の明確化

• 文言の統一：「一般目標」を、「到達目標」に変更
• 到達目標を定め、内容の再検討・削除

② コアカリと、国家試験出題基準等との整合

医師国家試験や臨床研修、専門医、生涯教育との

一貫性を見据えた検討
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コアカリ改訂における基本方針
（医学）

2. 総量のスリム化

① “コア”（2/3程度の時間数）としての項目の厳選

② 「準備コアカリ」の見直し・削除

3. 参考資料の整理

①指導方略の提示

•指導者に向け、指導法（方略）の明示
•資料の提示、共通教科書の作成

②臨床実習に関する資料の刷新
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4. 「医師として求められる基本的な資質」の実質化

① グローバルな潮流や、国民からのニーズの反映

• グローバルスタンダード：アクティブ・ラーニング、早期
臨床体験実習、水平的・垂直的統合教育、診療参加型
臨床実習、多職種連携教育、地域医療教育、卒前・卒
後教育の連続化、研究マインドの涵養、生涯教育など

• 国民のニーズ： 医療安全・倫理感の涵養、公衆衛生・
社会保障、実践的臨床能力、高齢社会への対応（地域
包括ケア）、新専門医制度への対応など

② 基本的な資質のコンピテンシー、実施施策の具体化
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コアカリ改訂における基本方針
（医学）



5. 世界への発信
• 英文翻訳（歯科と共通）。ただし、グローバルスタン
ダードとの整合が必要。

6. 医学・医療の進歩や疾病構造の変化を踏まえ
た習得すべき基本的事項の再整理

• 腫瘍および複数の臓器にまたがる疾患の強化：病理形態診断、遺伝
子診断などの充実｡

• 各論は、各学会等が主導するモデルカリキュラム作成も検討。
(例)医学部卒前遺伝医学教育モデルカリキュラム
日本医学会、全国遺伝子医療部門連絡会議、日本人類遺伝学会、日本遺伝
カウンセリング学会が連名で、医学教育モデル・コア・カリキュラムを受け、す
べての医学生が卒業までに修得すべき遺伝医学・遺伝医療の内容を提示し
たガイドライン 7

コアカリ改訂における基本方針
（医学）

コアカリ改訂における
キャッチフレーズ
（医科・歯科共通）

「多様な医療ニーズに対応できる
医師・歯科医師の養成」

国際的な公衆衛生や医療制度の変遷に鑑み、
国民から求められる倫理感・医療安全、
チーム医療、地域包括ケア、健康長寿社会
などのニーズに対応できる実践的臨床能力を

有する医師・歯科医師を養成する。
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多方面からの意見の聴取

1. 調査研究チームにより、主要学会、医師会、
日本医学教育評価機構（JACME）、患者の
会などへのインタビュー（半構造化面接）調
査の実施

2. 「医学・歯学教育指導者のためのワーク
ショップ」での事前アンケートの実施

コアカリ改訂における今後の方針

（医学）
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本日特にご議論いただきたい事項
（１）

（全体的な事項）

1. 教員向けの教え方（方略）や、臨床実習への言及を
どこまで行うか(参考資料の整理)
2. コアカリを軸としたグローバルスタンダードの構築を
いかに行うか(項目記載方法の再確認)
3. 「医師として求められる基本的な資質」をいかに記
載するか(記載項目の再確認)
4. 医師としての多様なキャリア形成が見える工夫をど
のように行うか
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本日特にご議論いただきたい事項
（２）

（個別の事項）

5. 倫理と医療安全
6. 多職種連携
7. 医師としての研究マインドの涵養と研究者養成のため
のさらなる方策の検討

8. 公衆衛生と社会保障(医療制度)
9. 高齢化社会(在宅、終末、地域包括ケア)
10. 疾病構造変化を踏まえたcommon diseaseの再検討
11. 準備コアカリ記載内容についての再検討
12. その他
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